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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ステロイド-甲状腺ホルモン-レチノイド受容体スーパーファミリーのメンバーをコードします。コードされているタンパク質は転写活性化因子として作用する可能性があります。このタンパク質は、NGFI-B応答配列（NBRE）に効率的に結合します。骨外性粘液性軟骨肉腫（EMC）の3つの異なるバージョンは、この遺伝子と他の遺伝子間の相互転座の結果として生じます。転座切断点は、核受容体サブファミリー4、グループA、メンバー3（9番染色体上）およびユーイング肉腫切断点領域1（22番染色体上）、RNAポリメラーゼII、TATAボックス結合タンパク質関連因子68-KD（17番染色体上）、または転写因子12（15番染色体上）のいずれかと関連しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2010年3月],疾患：NR4A3に関連する染色体異常は、骨外性粘液性軟骨肉腫（EMC）の原因となる。転座t(9;17)(q22;q11)はTAF2Nと関連している。,疾患：NR4A3に関連する染色体異常は、ユーイング肉腫[MIM:133450]の原因となる。転座t(9;22)(q22-31;q11-12)はEWSと関連している。,機能：B1A応答配列に結合する。,類似性：核ホルモン受容体ファミリーに属する。,類似性：核ホルモン受容体ファミリーに属する。 NR4サブファミリー。,類似性：核内受容体DNA結合ドメインを1つ含む。,組織特異性：骨格筋でアイソフォームαの発現が高い。骨格筋でアイソフォームβの発現が高い一方、胎児脳と胎盤では発現が低い。,
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	NR4A3抗体を用いたCOLO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

